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研究成果の概要（和文）：本研究ではウメエキスと中国の漢方薬である烏梅の抽出物中の糖尿病改善効果とその
有効成分について検討した。ウメエキスの水抽出物は、生体内では強い抗酸化作用と降血糖及び抗酸化作用が認
められた。一方、烏梅炭の水と80％エタノール抽出物はいずれも強い抗酸化作用と降血糖効果が見られた。ま
た、HPLC法でウメエキスと烏梅炭の水抽出物のα-glucosidase活性の抑制作用がある活性成分を分画した。

研究成果の概要（英文）：In this study, improvement effects and active components of extracts of 
Prunus mume concentration and Fructus mume on diabetes mellitus was studied. The water extract of 
Prunus mume concentration exhibited strong antioxidant activities and hypoglycemic action in in vivo
 experiments. On the other hand, higher antioxidant activities and hypoglycemic action of the 80% 
ethanol extract of Fructus mume carbon were observed. Moreover, the active fractions which provided 
antioxidant activities and α-glucosidase inhibitory activity of the water extract of Prunus mume 
concentration and Fructus mume carbon were fractionated by the high performance liquid 
chromatography (HPLC).

研究分野：複合領域

キーワード： 糖尿病　酸化ストレス　8-hydroxydeoxyguanosin

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

糖尿病とは、常に血糖が高い状態になり、網

膜症、腎症、神経障害など重篤な合併症を引

き起こす恐ろしい代謝性疾患である｡ 酸化

ストレスは糖尿病の発症及び動脈硬化性疾

患、腎症など糖尿病が色々な合併症を引き起

こす大きな要因であると報告されている。抗

酸化ビタミン Cや Eを豊富に含んだ食事ある

いはサプリメントは、糖尿病におけるインス

リンの治療効果を高めるだけでなく、体の臓

器をインスリンの悪影響から守るという報

告もあり、抗酸化物の投与は糖尿病治療の一

つの戦略として注目されている。近年、西洋

薬の血糖降下剤は治療中に低血糖症、肝障害

などの副作用があるため、副作用の少ない漢

方薬治療や薬用食品からの新薬開発が注目

されている。 

私たちは２型糖尿病モデル BKS.Cg-m+ 

Leprdb/+ Leprdb/Jcl〔２型糖尿病モデル〕マ

ウスにおいて、酸化ストレスマーカーである

尿中 8-hydroxydeoxyguanosine(8-OHdG)と尿

中 及 び に 血 清 中 の

8-hydroxyguanine(8-OHGua)が非糖尿病マウ

スに比べて、有意に増加することを報告した

（Li et al. J UOEH 2013）。しかし、抗酸化

剤の単独使用では降血糖効果がなかった。 

私たちは抗酸化作用と降血糖作用両方を持

つ可能性があるウメを用いて研究を行い、抗

酸化物質が降血糖作用に及ぼす影響に注目

し、糖尿病の治療と合併症予防の新薬及び健

康食品の開発ができるものと期待している。 

 

２．研究の目的 

本研究では、ウメの抽出物を用いて in vitro

試験及び in vivo 試験を行うことにより抗酸

化効果と降血糖作用両方から、ウメ抽出物の

糖尿病改善効果及びメカニズムを探索する

ことを目的とする。一方、抗酸化作用が降血

糖作用に及ぼす影響についても検討する。 

 

３．研究の方法 

(1)まず健康食品であるウメエキス（ウメ果

汁加熱濃縮物）と中国の漢方薬である烏梅を

用いて水と 80％エタノール抽出物を作成し、

in vitro 実験で抗酸化作用（SOD 活性、総抗

酸化能など）及び細胞のインスリン分泌量に

及ぼす影響を検討した。 

(2)さらに抗酸化作用及びインスリン分泌に

影響を及ぼす作用があるウメエキスと烏梅

炭の抽出物を選び、 BKS.Cg-m+ Leprdb/+ 

Leprdb/Jcl マウスを用いて、これらの抽出物

の生体内での抗酸化作用及び降血糖効果を

検討した。マウスは 8週齢からウメ抽出物を

投与開始する。その後血糖値、尿中の酸化ス

トレスマーカーである 8-OHdG の測定を継続

し、生体内での血糖値及び抗酸化作用に及ぼ

す影響について検討を行った。 

さらに、投与 12 週間後マウスを解剖し、血

液と臓器を摘出し、血清中のインスリン量及

び抗酸化作用を検討した。 

(3)ウメエキスはα-glucosidase 抑制作用が

あると報告されているので、私たちはα

-glucosidase 抑制作用に着目し、ウメエキス

と烏梅炭の水抽出物を HPLC 法で分画し、そ

の中からα-glucosidase 抑制作用とヒドロ

キシルラジカル (hydroxyl radical)消去作

用両方を持つ活性画分を選択し、BKS.Cg-m+ 

Leprdb/+ Leprdb/Jcl マウスに投与した。その

後血糖値、尿中の 8-OHdG の測定を測定し、



生体内での血糖値及び抗酸化作用に及ぼす

影響について検討を行った。 

 

４．研究成果 

(1)烏梅は in vitro 実験でウメエキス（果汁

加熱濃縮物）に比べて顕著に高い抗酸化能を

持つことが分かった。ウメの水及びエタノー

ル抽出物をラット膵臓細胞 RIN-5f 細胞に処

理した結果、烏梅抽出物の抗酸化作用はウメ

エキス抽出物より高いことが分かった。一方、

烏梅炭の 80％エタノール抽出物は RIN-5f 細

胞のインスリン分泌を高める傾向があるこ

とが認められた。以上の結果から、生ウメの

果汁に比べ、ウメを加熱処理することにより

抗酸化能が高まると考えられる。 

(2)ウメエキス及び烏梅炭の抽出物をマウス

に投与 2 週間後から、空腹時血糖値と尿中

8-OHdG 値は非投与群に比べ、有意に減少した。

いずれの投与群の血清中においても、

insulin 分泌には有意な変化はなかった。こ

れらの結果から、ウメエキス及び烏梅炭の抽

出物は抗酸化作用と降血糖効果が認められ

たが、インスリン分泌量に対する影響は見ら

れなかった。 

(3)ウメエキスと烏梅炭の水抽出物を高速液

体クロマトグラフ（High performance liquid 

chromatography: HPLC）法で分画し、各画分

の in vitro 実験でのα-glucosidase 抑制活

性と抗酸化作用を測定した（図１）。その中

から得たヒドロキシルラジカル (hydroxyl 

radical)消去活性と α-グルコシダーゼ

(αglucosidase)抑制活性がある画分を分取

し、細胞と動物への投与実験を行った。細胞

投与実験では、ウメエキスの水抽出物から得

られた画分の投与により、RIN-5f 細胞のイン

スリン分泌量が有意に増加し、脂質過酸化バ

イ オ マ ー カ ー マ ロ ン ジ ア ル デ ヒ ド

(malondialdehyde: MDA)の減少が認められた。

動物投与実験では、ウメエキス及び烏梅の水

抽出物の画分投与群の血糖値は非投与群に

比べて有意に減少することが見られたが、抗

酸化作用は認められなかった。 以上の結果

から、ウメエキスと烏梅の水抽出物から in 

vitro実験で得られたα-glucosidase抑制活

性と抗酸化作用がある画分は、糖尿病モデル

マウスへの投与により降血糖効果を示した

が、抗酸化作用は示さなかった。この結果は

ウメエキスと烏梅の抽出物を直接に動物に

投与した結果と異なった。その原因は、生体

内でこれらの画分が降血糖効果を果たして

いるが、抗酸化作用にはこれらの画分以外の

成分が寄与している可能性があると考えら

れる。 

 

図１ ウメエキスと烏梅炭の水抽出物を高

速液体クロマトグラフ分析結果 
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